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ゆるすとは恨みが未来を決めることがないようにすること
イエスの過越についての連続講話において、教皇レオ十四世は最後の晩餐におけるユダの裏切りについて考察し、裏切られても、見捨てられても、それでもゆるすことについて語ります。また8月22日を平和のための断食と祈りの日として過ごすよう招きます。
2025/08/21
2025年8月20日教皇レオ十四世一般謁見演説（カトリック中央協議会ウェブページ）
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